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学位論文審査要旨 

 エネルギー出納バランスは食事、運動以外に自律神経によっても調整されるので、自律神

経活動が脂肪燃焼に関与する有力な要素の一つとして考えられている。また、喫煙者の体重

減少はエネルギー消費量増加や食欲低下に起因すると指摘されているが、自律神経の関与も

無視できない。そこで、本研究では、喫煙者の交感神経活動は中等度運動後に賦活化すると

いう仮説のもと、非喫煙者 14 名と喫煙者 14 名の両群に運動を負荷し、その前後の自律神経

活動を比較検討した。対象は両群ともほぼ同じ身長、体重の 28.3±7.2 歳健常男性であった。

被験者には測定前日より香辛料や激しい運動などを避けるように指示し、測定開始前 8 時間

以上絶食（水分は許可）、禁煙とした。実験は、安静座位後、20 分間定常運動負荷（最大負

荷60％）、その後30分間安静座位をとり、その間の心拍数変動から自律神経活動を測定した。

すなわち、心拍数変動のパワースペクトル解析を行い、交感神経系活動の指標である超低周

波数成分（VLF：0.007～0.035Hz）と低周波数成分（LF：0.035～0.15Hz）、副交感神経系活動

の指標である高周波数成分（HF：0.15～0.5Hz）の total power に対する比を求め、両群間で

比較し有意差を Mann-Whitney の U 検定により判定した（有意水準は 5％未満）。 

その結果、喫煙群では負荷終了後 5-30 分の時期に交感神経系活動が有意な高値を示し、副交

感神経系活動は低値を示した。このことから、喫煙は脂質代謝に持続的な影響を及ぼしてい

る可能性が示された。 

 

 

最終試験結果要旨 

 最終試験において、主査および副査よりさまざまな疑義が提出された。すなわち、喫煙に

よる血中のニコチン濃度は６-７時間にわたって残存すると言われているが、喫煙群の被験者



の血中ニコチン濃度の測定がなされていないこと、日常生活環境や生活習慣が調べられてい

ないこと、運動負荷も中等度強度というだけで数値化されておらず、また１段階の強度しか

与えられていないこと、酸素摂取量の測定が行われていないことなどである。各種の要因を

より詳しく測定し、喫煙と関連付けることが望ましかったとのコメントがあった。測定結果

にはこのような満足できない点が認められるものの、喫煙と代謝に関する知見はまだ定説が

確立しておらず、今回の研究結果は今後の参考になる価値があり、本研究科の博士課程後期

の修了要件を満たしているので、博士の授与に値するものと評価された。 


